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輸血実施時の血液交叉試験に関する調査への御協力のお願い

秋冷の候、皆様におかれましてはご健勝にてお過ごしのこととお慶び申し上げます。
さて、輸血実施に伴う赤血球製剤の血液交叉試験については、血液を実際に混合して実施する通常の交差適合試験に加え、厚労省指針に記載されているコンピュータークロスマッチがあります。
　しかし本邦では、保険算定する関係上、交差適合試験が行われていることはほとんどです。コンピュータークロスマッチは「輸血療法の実施に関する指針」にも適合性を確認する方法である」と記載されており、また導入により検査業務の省力化や血液製剤準備時間短縮を期待でき、余剰な血液製剤の準備が削減できると考えられているにもかかわらず保険算定可能かが明確化されていません。
　そこで本邦での実施状況および、御意見をお伺いさせて頂き、保険算定可能かどうか、また不可能であれば保険収載できるようアンケート調査を実施することといたしました。
つきましてはご多忙中申し訳ありませんが、10月31日までにご回答いただけるようよろしくお願いいたします。なお、本調査は技師研究会役員会の承認を経て実施しており、結果は技師研究会にて報告させていただきます。
[bookmark: _GoBack]平成29年10月4日

　　　　　　　　　　　　　　　【回答送付・問合せ先】
　　　　　　　　　　　　　　　山梨大学医学部附属病院
　　　　　　　　　　　　　　　原　順一
　　　　　　　　　　　　　　　Mail:jhara@yamanashi.ac.jp
                              TEL:055-273-9543

